
在学採用(学部生)
手続ガイド

日本大学工学部学生課
令和７年９月

日本学生支援機構

秋募集



目次

目次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.1
１．手続きの流れ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.2
２．手続きの方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.３~Ｐ.22
【STEP１】募集説明会に出席する・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ.３
【STEP２】奨学金の種類と制度の確認・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ.３
【STEP３】申請書類の入手について・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.４
【STEP４】申請前に必ず確認すること・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ.５
【STEP５】（貸与）必ず決めること①～③・・・・・・・・・・・Ｐ.６~ Ｐ.８
【STEP６】（貸与）確認すること・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ.８
【STEP７】（併給）併給調整について・・・・・・・・・・・・・Ｐ.９~Ｐ.10
【STEP８】申請書類を準備する①～⑤・・・・・・・・・・・・・Ｐ.11~Ｐ.15
【STEP９】申請書類を準備する①～⓶・・・・・・・・・・・・・Ｐ.16~Ｐ.17
【STEP10】書類提出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.18
【STEP11】書類返却会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.19
【STEP12】スカラネット（WEBサイト）に入力・・・・・・・・ Ｐ.19~Ｐ.20
【STEP13】マイナンバー提出等の手続き・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.21
【STEP14】スカラネット入力報告会・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.22
【STEP15】「奨学金確認書兼地方税同意書」を郵便局から郵送する・・・Ｐ.22

３．採用後について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.23
【STEP16】初回振込予定日
【STEP17】（採用後）採用関係書類を学生課から受取る
【STEP18】（採用後）採用関係書類を作成し学生課に提出
【お知らせ】

1



１.手続きの流れ（秋）

②在学採用（学部生）の手続きの流れ

①本要項での奨学金マークの確認

・・・返還の必要がない奨学金

・・・貸与終了後（卒業後）に返還の義務がある奨学金

・・・給付と貸与をどちらも申請する方

・・・全員に必要なこと

給付

貸与

全員

併給
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２.手続きの方法（秋）

給付奨学金（＝高等教育の修学支援新制度）

・給付奨学金の支給対象者は、毎月の給付奨学金とセットで授業料等減免も受ける
ことができ、第Ⅰ区分から第Ⅳ区分によって支援額が決定されます。

・１年生は、高校にて募集される予約採用で不採択になった場合でも、申請するこ
とができます（予約採用と同様の基準で選考されます）。

貸与奨学金

・将来、返還の義務がある奨学金です。

・無利子の第一種奨学金と有利子の第二種奨学金があります。

・給付奨学金よりも基準が緩やかで、多くの学生が利用しています。

給付奨学金と貸与奨学金の併給（※併給調整あり。詳細は【STEP７】）

以下の説明会に出席して、申請書類をお受取りください。

① 日程 ： 令和７年９月１８日（木）９：００～９：５０
② 場所 ： ７０号館４階７０４５教室

【STEP２】奨学金の種類と制度の確認

【STEP１】募集説明会に出席する全員

全員

給付

貸与

併給

○令和７年からの多子世帯支援の拡充について（給付募集要項P17～18）
奨学金申込時の申告内容に基づき機構がマイナンバーで取得した情報により、

多子世帯の要件（生計維持者が扶養する「子ども」の数が３人以上でかつ本人自身
が生計維持者に扶養されている）を満たすことが確認できた場合、授業料等減免に
ついては所得制限なしに満額支援（授業料は年間７０万円まで、入学金は２６万円
まで）を受けることができます（毎年10月に見直しがあります）。

※「日本学生支援機構ガイダンス動画視聴【奨学金を希望する皆さんへ】」
の動画も自宅等で視聴してください。（３０分５９秒）
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２．以下は「日本学生支援機構奨学金専用ページ」からダウンロードしてください。

⑤ 2025年度在学者用給付奨学金案内

⑥ 2025年度在学者用貸与奨学金案内

⑦ 学修計画書

⑧ 【入学時特別増額貸与希望者のみ】入学時特別増額貸与に関する申告書

【STEP３】申請書類の入手について

１．募集説明会で配布予定の資料
① 奨学金を希望する皆さんへ（A４プリント）
② スカラネット入力下書き用紙（給付・貸与共通）
③ 「奨学金確認書兼地方税同意書」のセット

日本学生支援機構
奨学金専用ページ

全員

給付
併給

貸与
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【STEP４】申請前に必ず確認すること

１．選考基準について

学業基準や家計の基準によって、採用・不採用が決定されます。
給付奨学金と貸与奨学金は、選考基準の詳細が異なりますので、それぞれの募集要
項をご確認ください。

①学力基準 (給付奨学金案内P.8、貸与奨学金案内P.11)
１年次生は高等学校における学修成績の状況（評定）、２～４年次は前年度１年
間のGPAを確認します。

②家計基準 (給付募集要項P.9~11、貸与募集要項P.12~15)
日本学生支援機構がマイナンバーを利用して選考に必要な収入に関する情報等を
取得し審査されます。2024年（1～12月）の所得に基づく2025年度市町村民税
（住民税）情報により算出された算定基準額を基に判定を行います。
給付奨学金は収入+資産、貸与奨学金は収入のみ確認されます。

２．月額について

採用されてから卒業時期まで、原則として月額（支給・貸与月額）が毎月振込まれ
ます。

・日本学生支援機構により支援区分が決定
①給付奨学金 支給月額・・・給付募集要項P.15
②修学支援新制度（授業料等減免額）・・・給付募集要項P.38

・定められた金額から自身で選択
貸与奨学金 貸与月額・・・貸与募集要項P.6
貸与奨学金を申込む場合は、借りすぎにご注意ください。

給付

貸与

併給

＜併給調整について＞
高等教育の修学支援新制度（給付奨学金及び授業料等減免）を受けている人が

併せて第一種奨学金の貸与を受ける場合、給付奨学金の支援区分等に応じて第一種
奨学金の貸与月額が自動的に減額調整されます。
併給を希望の方は【STEP７併給調整について】をご参照ください。
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●貸与奨学金

１．保証制度 (貸与奨学金案内P.23~28)

①機関保証

連帯保証人や保証人を選任しない代わりに、一定の保証料を支払うことで、保証
機関から保証を受けることができる制度です。保証機関が連帯保証するため、奨学
金貸与月額から保証料が差し引かれた形で毎月の振込がされます。

第一種奨学金の機関保証制度とは（日本学生支援機構HP）

第二種奨学金の機関保証制度とは（日本学生支援機構HP）

②人的保証

日本学生支援機構が定めた要件に合う人に引き受けてもらう制度です。
必ず、連帯保証人と保証人の両方を選任してください。

・連帯保証人：原則として父母のどちらか

・保証人：原則として４親等以内の親族 （父母以外）

※連帯保証人・保証人の承諾について

必ず当該者に役割を説明し承諾を得てください。なお、採用後に返還誓約書で
連帯保証人及び保証人の署名等の手続きを依頼するようになります。

人的保証とは（日本学生支援機構HP）

【STEP５】必ず決めること①

貸与

貸与
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●貸与奨学金

２．返還方式 (貸与奨学金案内P.19~20)

返還開始時（貸与終了後）の返還方法を確認してください。選択する保証制度に
よって、選択できる返還方式が決まっています。

①所得連動返還方式

卒業後の所得に応じて月々の返還額が決まる方式です。所得が少ない時期でも
無理なく返還できる制度です。ただし、第一種奨学金希望者しか選択できません。

所得連動返還方式とは（日本学生支援機構HP）

②定額返還方式

返還の最後まで同じ月額で返還する方式です。一定の返還額のため、将来の計画
がたてやすくなります。

定額返還方式とは（日本学生支援機構HP）

３．【貸与第二種（有利子）希望者のみ】利率の算定方法 (貸与奨学金案内P.17)

２種類の利率の算定方法があり、それぞれ利率が異なります。

日本学生支援機構ＨＰを参照して決定してください。

①利率固定方式

貸与終了時に決定した利率が返還完了まで適用。

②利率見直し方式

貸与終了時に決定した利率をおおむね５年ごとに見直し。

利率の算定方法とは（日本学生支援機構HP）

【STEP５】必ず決めること②

貸与

貸与
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●貸与奨学金

４．入学時特別増額貸与奨学金について (貸与奨学金案内P.13・P.34)

入学時特別増額金とは（日本学生支援機構HP）

入学時特別増額貸与奨学金を希望する場合は、以下の書類について提出が必要です。

① 入学時特別増額貸与に関する申告書（日本学生支援機構HP）

② 融資できないことが記載された日本政策金融公庫からの通知文のコピー

【注意】

入学時特別増額貸与奨学金を希望される方は、日本政策金融公庫の「国の教育
ローン」に申し込みいただき、融資を得られなかった方場合のみ「入学時特別増額
貸与奨学金」を申請することができます。

※手続きに時間が掛かるため、ご確認の上、お早目にお手続きください。

貸与奨学金及び給付奨学金を辞退して「入学時特別増額貸与奨学金」のみ受取るこ
とはできません。

日本政策金融公庫「国の教育ローン」について

【STEP５】必ず決めること③

貸与

貸与

【STEP６】確認すること貸与

●転職により収入が減少した場合 (貸与奨学金案内P.35~P.37)

マイナンバーにより取得した住民税情報により算出しますが、以下の内容に全て該
当する場合は、給与収入及び事業所得について、転職御の収入を用いて再審査を行
うことが可能です。該当者は貸与募集要項を確認の上、提出書類をご準備ください。

貸与
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●併給調整について (給付奨学金案内P.19～21 貸与奨学金案内P.7～8)

給付奨学金と貸与奨学金（第一種）がどちらも採用になった場合、給付奨学金の
支援区分によっては貸与奨学金第一種の月額が変更される「併給調整」があります。

ついては、貸与奨学金第二種も申込む等を考慮しながら、貸与月額の設定をしてく
ださい。

【STEP７】併給調整について併給
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【STEP７】併給調整について併給
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１．「スカラネット入力下書き用紙」に下書きをする

「スカラネット入力下書き用紙」に下書きをしてください。

下書き様式に記入した内容を、スカラネットパーソナル（WEBサイト）に入力
して日本学生支援機構に申請しますので、よく検討してください。

注意事項を記載した「記入例」が本学部HP内の『日本学生支援機構奨学金専用ペー
ジ』下部「各種様式集」に掲載されておりますので、必ず確認してください。

【STEP８】申請書類を準備する①全員
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２．奨学金振込口座の準備

初回振込日から使用できる口座のご準備をお願いします。

（※奨学生本人名義の普通預金口座に限ります。）

公金受取口座を奨学金振込口座として設定することも可能です。希望者は、進学届
下書き用紙の「奨学金振込口座情報」のページを参照してください。

Q：公金受取口座とは？

【STEP８】申請書類を準備する②全員
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３．学修計画書の作成

本学部では「学修計画書」を申請希望者全員に提出していただき、支援対象者の基
準に該当するかどうか、判断材料の１つとしています。

Microsoft Word上で入力し、両面印刷１枚にプリントアウトしたものを提出します。

指定書式データは、本学部HP「日本学生支援機構専用ページ」の「各種様式集」か
らダウンロードしてください。

【STEP８】申請書類を準備する③

①Microsoft Wordで作成（手書き不可）
②A4サイズ・両面１枚で印刷
③用紙が２枚にわたる場合は、行を削除して
適宜調整してください。

全員

＜注意＞
上記①②③の記載どおりで無い場合は再提出となりますので
ご注意ください。
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４．奨学金確認書兼地方税同意書の作成・提出

同封されている「奨学金確認書兼地方税同意書の提出方法」をよく読み、「奨学金
確認書兼地方税の取扱いに関する同意書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書」を
作成してください。

日本学生支援機構HP：マイナンバー制度

（１）同封物の確認

※ 希望者も、「奨学金確認書兼地方税同意書のセット」は１部となります。

①「奨学金確認書兼地方税同意書」

②「【重要】奨学金確認書兼地方税同意書の提出方法」

③提出用の封筒

【STEP８】申請書類を準備する④全員

併給
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４．奨学金確認書兼地方税同意書の作成・提出

（２）専用の提出用封筒に①・②を封入

①奨学金確認書兼地方税同意書

②身元確認書類（申込者本人分 １点又は２点）

（３）封筒裏面

提出物に不足等がないことを確認し、

氏名と住所を記入します。

■提出期限：スカラネットで入力後、１週間以内

■提出方法：郵便局の窓口に行き、簡易書留で郵送する。

※提出先は学生課ではありません。

【STEP８】申請書類を準備する⑤全員

表

裏

15



１．提出書類 ※ の場合、共通する書類は１部で可

が記載されている書類は、本学部HP内の『日本学生支援機構奨学金専用ページ』
下部「各種様式集」に掲載されております。各自プリントアウトの上、不備の無いよ
う確認をしてご提出ください。

● 給付奨学金

□ ① ２０２５年度スカラネット入力下書き用紙

→ HP掲載の記入例を見ながら作成してください

□ ② １年生のみ出身高校の調査書 ※入試や入学時に使用した調査書は不可

□ ③ ２年次生以上 成績証明書（本館１階 自動証明書発行機から取得）

□ ④ 学生本人名義の奨学金振込口座の通帳コピー（A4サイズ）

※名義、銀行名、支店名、口座番号がわかるページ

□ ⑤ 学修計画書（A4サイズ・両面１枚）

□ ⑥ 【該当者のみ】在留資格及び在留期間が明記されている証明書

□ ⑦ 【該当者のみ】施設等在籍証明書（施設長発行）等

＜スカラネット入力後(10月中旬頃)＞ ※入力後、１週間以内に送付

□ 奨学金確認書兼地方税同意書（身元が確認できる書類）

⇒直接、日本学生支援機構宛に簡易書留で郵送する。

【STEP９】申請書類を準備する①全員

□は提出時のチェックボックスとしてお使いください給付

②１年生のみ【出身高校の調査書】
・出身高校に調査書の発行を依頼してください。
・今回の申請では、入学者選抜の出願時や入学手続き等で使用した調査書では
受け付けることができませんので、新たに発行をお願いたします。

・発行に日数がかかる場合は、【STEP１３】スカラネット入力報告会（調査
書のみ）で提出しても構いません。

日本学生支援機構奨
学金専用ページ▷

併給
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２．提出書類 ※ の場合、共通する書類は１部で可

が記載されている書類は、本学部HP内の『日本学生支援機構奨学金専用ページ』
下部「各種様式集」に掲載されております。各自プリントアウトの上、不備の無いよ
う確認の上ご提出ください。

● 貸与奨学金

□ ① ２０２５年度スカラネット入力下書き用紙

→ HP掲載の記入例を見ながら作成してください

□ ② １年生のみ出身高校の調査書 ※入試や入学時に使用した調査書は不可

□ ③ ２年次生以上 成績証明書（本館１階 自動証明書発行機から取得）

□ ④ 学生本人名義の奨学金振込口座の通帳コピー（A4サイズ）

※名義、銀行名、支店名、口座番号がわかるページ

□ ⑤ 学修計画書（A4サイズ・両面１枚）

□ ⑥ 【入学時特別増額貸与希望者のみ】入学時特別増額貸与に関する申告書

□ ⑦ 【入学時特別増額貸与希望者のみ】融資できないことが記載された

日本政策金融公庫からの通知文

＜スカラネット入力後(10月中旬頃) ＞ ※入力後、１週間以内に送付

□ 奨学金確認書兼地方税同意書（身元が確認できる書類）

⇒直接、日本学生支援機構宛に簡易書留で郵送する。

【STEP９】申請書類を準備する②全員

貸与 □は提出時のチェックボックスとしてお使いください

日本学生支援機構奨
学金専用ページ▷

②１年生のみ【出身高校の調査書】
・出身高校に調査書の発行を依頼してください。
・今回の申請では、入学者選抜の出願時や入学手続き等で使用した調査書では
受け付けることができませんので、新たに発行をお願いたします。

・発行に日数がかかる場合は、【STEP１３】スカラネット入力報告会（調査
書のみ）で提出しても構いません。

併給
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１．提出方法

以下の期日までにご提出ください。申請書類一式は、その場で点検いたします。

その後一度預かり、後日開催される「申請書類返却会」で、点検済の書類を受取っ
てください。

① 期日 令和７年９月３０日 (火) 厳守【準備が出来た方から提出してください】

② 場所 本館１階 学生課

③ 備考 書類が整っていない場合でも、一度ご提出ください。

【STEP１０】書類提出全員

（本館）
１階 学生課

＜注意＞
・期日最終日付近は特に「混雑」が予想されます。
（長蛇の列が予想されますのでお早目にご提出ください）
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１．点検済みの申請書類（スカラネット入力下書き用紙等）を受け取る

学生課で点検した申請書類を返却します。書類返却会では、スカラネット入力の
注意点について説明いたしますので、ご出席ください。

① 日程 令和７年１０月１４日（火） １２：１５開始

② 場所 １号館 １階 １１１教室

③ 備考 ・どちらかの日程に参加してください。

・学生証を提示してください。

【STEP１１】書類返却会

【STEP１２】スカラネット（WEBサイト）に入力

【STEP１１】の返却と一緒に、IDとパスワードをお渡ししますので、スカラネット
（WEBサイト）上からスカラネット下書き用紙に記入した内容を入力してください。

(給付募集要項P.27～30、貸与募集要項P.38～41)
入力（提出）期日 令和７年１０月１９日（日）

→入力方法は次のページをご確認ください。

全員

全員
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●スカラネット入力（提出）手順

①【STEP１１】で大学から付与された「入力用のIDとパスワード」を使用して、
アカウントの作成に進みます。

②申込入力用ホームページにアクセス

③ID・パスワードの入力（２種類あります）

学生課から交付されたユーザID・パスワードと「奨学金確認書兼地方税同意書」

に印字されている「申込ID」「パスワード」をそれぞれ画面に入力し、送信ボタン

を押下しください。

④スカラネット下書き用紙の内容を入力

⑤申込内容の確認・送信

申込内容をよく確認して、間違いが無ければ[送信]ボタンを押してください。

[送信]ボタンを押すことにより、入力された情報がJASSOへ送られます。

⑥受付番号をスカラネット下書き用紙に転記・申込内容の印刷

受付番号が表示されたら、申込みは正常に終了しています。必ず受付番号は

「スカラネット入力下書き用紙」に控えて、印刷・スクリーンショット等で残して

ください。

【STEP１２つづき】スカラネット（WEBサイト）に入力全員

https://www.sas.jasso.go.jp

スカラネット（申込み専用）
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(給付奨学金案内P.31～35、貸与奨学金案内P.42～46)

入力手順等詳細については、「2025年奨学金案内P.38~P.42」をご一読ください。.

【STEP１３】マイナンバー提出等の手続き全員

＜注意＞
・申込者本人、登録する生計維持者分を正しく入力してくだ
さい。
・提出が確認できない限り、日本学生支援機構による審査を
受けることができません。
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スカラネットパーソナルの入力が完了したら、最後の画面に受付番号が表示されま
す。受付番号を「スカラネット入力下書き用紙」の表紙に控えて、スカラネット入
力報告会で下書き用紙を提出してください。

① 日程 令和７年１０月２０日（月）

１２：１５ 開始

② 場所 １号館 １階 １１１教室

③ 備考 ・どちらか都合の良い日程に参加してください。

・学生証を提示してください。

【 STEP１４】スカラネット入力報告会

【STEP１５】「奨学金確認書兼地方税同意書」を郵便局から提出する
【STEP８】④・⑤で作成した書類を提出します。
■提出期限：スカラネットで入力後、１週間以内
■提出方法：郵便局の窓口に行き、簡易書留で郵送する。

※提出先は学生課ではありません。

全員

全員
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【お知らせ】
奨学金に関するご連絡は「日本大学工学部奨学金係公式LINE」及び学生ポータルサ
イトにて連絡いたします。
奨学金の手続きについて、情報をキャッチできるのはLINEのみとなります。必ず登
録をしてください。
なお、書類不備等の連絡はポータルサイトから行いますので、必ず自身の連絡先
（Gmailアドレス及び携帯電話連絡先）を登録してください。

連絡事項の見落とし等により、手続きが滞った場合、採用（継続）が取り消しとな
りますので、くれぐれもご注意ください。

日本大学工学部学生課
MAIL:ceb.gakusei2@nihon-u.ac.jp

日本大学工学部奨学金係公式LINE

【STEP１７】（採用後）採用関係書類を学生課から受取る
初回振込後も手続きが必要です。令和７年１２月下旬に採用関係書類を学生課から
受取ってください。
（※詳細は後日LINE及びポータルサイトにて後日案内いたします）

全員

【STEP１６】初回振込予定日 令和７年１２月１１日（木）
奨学金振込口座を確認し、採用されているかをお確かめください。１０月からの申
請分（３ヶ月分）がまとめて振込まれます。

全員

【STEP１８】（採用後）採用関係書類を作成し学生課に提出
【STEP１７】で受け取った返還誓約書等を作成し、学生課へ提出してください。
採用後手続きを遅滞なく行い、正式に採用者となります。なお、提出期日までに自
署・署名入りの返還誓約書が提出されない場合は、振込済の奨学金をすみやかに全
額返金した上で採用取消となりますのでご注意ください。

全員

３.採用後について（秋）
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